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会長挨拶及び報告
荒井潤一郎会長

　クラブ例会について、お話しします。ロータリー
クラブは、原則として毎週決まった時間と場所で例
会を開催します。(ただし、クラブ細則で例会回数
や開催方法を別に規定する事ができますが、毎月最
低2回は開催する事)となっています。例会の場で職
業上の発想の交換を通じて、分かち合いの精神によ
る事業の永続性を学び、友情を深め、自己改善を図
り、その結果として奉仕の心が育まれる、とされて
います。
　 この例会における一連の活動の事を「親睦
(Fellowship)」と呼びます。例会で高められた奉仕
の心を持って、それぞれの家庭、職場、地域社会に
帰り、奉仕活動を実践しようという事だと思いま
す。即ち「入りて学び、出でて奉仕せよ」でありま
す。
　ロータリーでは、例会への出席は義務とされ、最
も重要視し、その規制も非常に厳格です。自クラブ
の例会に出席できない時は、他クラブの例会やロー
タリーのその他の会合に出席する、メークアップと
いう方法で通常の例会欠席を補う事もできます。
　こうして厳格化されている例会ですが、今年度も
コロナ禍で例会の中止・時間短縮があり、皆さんと
お逢いする時間がすごく少なかったせいか、何かぽ

つんと穴が空いたようにも感じました。やはり、例
会で皆さんと顔を合わせ、挨拶を交わし、食事を共
にし、会話をする事は大切だし、良いなと再認識し
ました。
　これからも、例会に出席できる「機会の扉を開い
て」色々と学びたいと思います。

報　告

１．2021-22年度　梶原ガバナーより、地区役員委 
      嘱状が届いておりますのでお渡しいたします。

　　地区諮問委員会　　　　　　　 秋元   秀夫会員
　　第5グループガバナー補佐　　　鈴木  荘一会員
　　ロータリー研修委員会　委員　 谷　  浩司会員
　　地区幹事団　ガバナー補佐担当幹事　荒井潤一郎会員



幹　事　報　告
福田　順也幹事

〈配布物〉
１．例会プログラム
２．次年度年間プログラム・次年度委員会構成表
３．ロータリーの友(6月号)

〈回　覧〉
１．君津RC週報
２．第5グループ週報
３．次年度活動計画書校正

第5グループガバナー補佐就任挨拶
鈴木　荘一ガバナー補佐

　
　第5グループ担当の鈴木荘一
です。所属は君津RCです。妻1
子4人。職業分類は造園土木で
浅学非才ではありますが、よろ
しくお願いします。私は皆様と
違って大きな志やキッカケもな
く、ただ家業がニッチモサッチ
モいかなくなり、跡を継ぎまし
た。知識も技術も自信がないの
で借金を返す為、一生懸命安く、効率的にやり繰りを
するにはどうしたらいいだろうと思案する毎日でした。
今度一万円の顔になる渋沢栄一さんが大河ドラマなど
で流行っています。その中で「論語とそろばん」という
著書がありますが、職業人として、人として何が大切
か？これからは殊更大事に問われる時代なのかもしれ
ません。日々勉強をして良い友を持つ事、これが人生
最上の楽しみという項が最も大切な教訓としています
が、お互い切磋琢磨して学び、得たものをさらに友に
伝え、そして転々として善を及ぼす事。私もロータリー
に入ってよかった事は、人としてどうありたいかという
事をクラブの皆さんとの付き合いを通じて、学ばせて
いただきながら、職業人として自信がついたような気
がします。またR活動が人生の悩みや矛盾の緩衝材に
なり、グループ会員の皆様に温かく、時には厳しくご
指導をしていただいて感謝しています。
　梶原年度が始まるにあたり、地区の一員としてグ
ループ再編成、そしてガバナー補佐の選任についてコ
ロナ禍だったとはいえ事前の通達及び説明が不足し、
混乱とご迷惑をおかけしました事、深くお詫び申し上
げます。こちらについては、鵜沢ガバナー年度までじっ
くり地区の皆様と協議をしながら実現します。皆さん、
ご意見とご指導のほどよろしくお願いします。またガ
バナー補佐幹事は同じクラブの荒井潤一郎さん、福田

順也さんです。
　梶原ガバナーはRIの規定に沿って忠実に仕事をする
事、地区内会員の皆様との融和を大事に、5年後、10年
後に地区の皆さんが、振り返って良かったと思えるよ
うな年度にしたいと考えております。テーマとして掲げ
られているのが「LOVE Other Sprit～安心安全な社
会、国際社会の平和を次世代につないでいこう～」と
テーマを掲げております。今回の地区の再編成、ガバ
ナー補佐の選出問題は、実は梶原ガバナーが地区リー
ダーシッププランについて忠実に実行しようとされた
中で起こった事なのです。国際ロータリーは2000年よ
りこのDLPを提唱しています。これは、この20年間会
員が横ばいの現実を受け、様々な大学関係者ですとか
ビジネス関係者も参画して強い組織になる為に作り上
げられたプランです。そのプランを提唱されて20年過
ぎ、2790地区で本格的に取り組もうとした事で生じた
結果です。周知が徹底していなかった、地区の組織の
中での課題も露呈されました。それらも踏まえ、より良
い組織造りの為、DLPの実施にご協力お願いします。
　また今年からIMなどの取り組みが変わります。第6
グループの皆さんと一緒に研修会、セミナーを開催し
ます。そして地区全体として9月、10月と公共イメージ
向上のイベントも企画してます。
　ロータリーとは関係ないセミナーで倒産する企業
や、滅んだ文明は○○がなかったから滅んだ、倒産し
たと聞きました。これは何か？情報です。ですから私
は、第5グループの皆さんにはできるだけ多くの情報を
お伝えして、そして皆さんの地区への要望をお届けす
るのが私の役目と思っています。
　ロータリー100周年を祝う会の動画を見ました。元RI
会長の田中作次さんは「ロータリーは世界をより良く
する為に立ち上がる方法。小さい事、最悪な事をでき
ないと考えたり、どうすればいいか判らないであきら
めず、手を動かし活動する事。世界最大の奉仕団体を
目指す」と、また千玄室さんは「今ある自分の立ち位
置で全ての障害を乗り越えて心身、自分自身を捧げる
「奉仕」という細やかな事を職業を通じてどのように
世の中に役立つか？この100年を土台に次の100年を考
える、難しくしないで簡素な方法で。頭を下げて入っ
てもらうのではなく入りたいと思うような魅力を作る。
大きな変化の中で事故がなく安心して走れるハイウェ
イを作る。心から信じ合えるメンバーと善良の波を地
域社会へ送ろう」とご挨拶されています。
　コロナ禍でますます精神的、物理的つながりが近
く、身近な家族や仲間を大切にしていく時代になると
言われています。渋沢栄一さんの推奨する論語の中で
孔子は最後弟子に「人が生きていく上で最も大切にす
る事は何ですか？」という質問した人に対し「思いや
り」と答えております。私は様々なデーターや情報に
「思い」をのせた生きた情報を伝え、第5グループの皆



様が楽しいロータリー活動ができるようにと考えます。
　どうぞ一年ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いし
ます。

公共イメージ向上委員会
ロータリーの友6月号紹介

大浦　芳弘会員

　ロータリーの友6月号の紹介をいたします。今年度の
委員会メンバーによるロータリーの友紹介は、今回が
最後となります。
　まずは、右開きの縦書きの記事から一つ紹介しま
す。樹木医であり松保護士である梅津様の講演を記
事にしたもので、内容は山形県の庄内海岸林のこれま
でとその保護活動に関するものです。海岸に広がる砂
浜から海岸林までを庄内砂丘と呼び、広さ的には鳥取
砂丘を優に凌ぐ広大なものだとの事です。私は砂丘と
言えば鳥取が思い浮かぶだけで、このような事は初め
て知りました。今では砂丘に海岸林が広がり、これが
海からの強風を遮り、庄内平野の豊かな米作りに代表
される農業、生活されている方々の暮らしを守ってき
たとの事です。ただ、この砂丘における海岸林も自然
にできたものではなく、苦労した方々がいてこそ現在
の状況があると記載されています。戦後、柵を建て、
一冬の間の風で砂を貯める、また柵を建てて砂を貯め
る、これを繰り返して砂丘を高く大きくし、そこに砂
草を植えて地面を安定させ、その後クロマツが大きく
育って現在の姿になっています。ただ、この砂丘も順
風満帆な事ばかりではなく、開発による荒廃も経験し
ているようです。現在酒田北港として整備されている
ところは、元は鳥海国定公園として指定されていた場
所で、1971年7月1日の環境庁発足の前日となる6月30
日に港として開発する範囲が国定公園指定から解除さ
れ、開発が進められたようです。ご多分に漏れず、開
発したものの企業誘致は上手くいかず、計画通りには
いかなかったようです。この松林を将来に繋ぐ為に、
教育機関、保全団体、地域住民、企業、森林組合、森
林保有者が連携して森に絡んでいく体制づくりが重要
であり、ロータリークラブのような色々な業種の経済人
が集まっている団体が、イベントなどにより高く深い認
識を地域に広めていく事が大事だとも仰っています。
　次に、左開きの横書きの記事についてですが、2020
年6月26日に当時のマローニー会長が「環境」がロータ
リーの重点分野に加わると発表された事を受けて「環
境」に関するグローバル補助金の対象となるプロジェ
クトの紹介他が掲載されています。その中に、「環境」
を加える事になったのは「何が決め手になったのか」
という、マローニー元会長へのインタビュー記事が掲
載されていますので、その内容を紹介しておきます。

「私はいわゆる環境保護論者ではないが、気候変動は
私の孫や未来の世代に影響を及ぼす問題であり深刻
な懸念を抱いている。ロータリアンやロータリアン候
補者他を対象とした調査では、どのグループでも「環
境」が関心事のトップ5に入っていた。このような方々
がロータリーのウェブサイトにアクセスして重点分野に
「環境」が含まれていない事を知るとロータリーとは別
の選択へと進んでしまう。環境問題は本質的に取り組
まなければならない問題であり、ロータリーの成長とも
密接に関係していると考えた。環境への取り組みを強
要するつもりはなく、環境に興味があれば、環境に関
するプロジェクトにグローバル補助金という資金を得
る機会を提供できるという事です。これまでに「環境」
を重点分野にする事に異論を唱えたロータリアンには
会っていない。」
　これを読んで、まだ地球温暖化問題に関する京都議
定書が採択されて間もない頃、まだ炭酸ガスが地球温
暖化を引き起こすという事に疑念を持っている方々が
多くいた時代でしたが、この問題に疑念を持っている
が取り組みは進めるという方にお聞きした話を思い出
しました。「炭酸ガスが地球温暖化を引き起こすとい
う事には大きな疑念を持っているが、仮にそれが正し
ければ問題化してからでは手遅れになるという事には
疑念はない。今から対策を打たねばならないと考えて
いる所以である。」
　2050年のCO2排出ゼロあるいはカーボンニュートラ
ルを目指すと表明する政府や各種団体、企業が増えて
いる中、改めて考えさせられました。

入会者自己紹介
秋元　直樹会員

　この度、三木造園土木の鈴木
荘一様よりご推薦をいただき、
君津ロータリークラブに入会さ
せていただきました、豊栄電業
専務取締役の秋元直樹と申しま
す。1978年8月30日生まれの42
歳です。5歳の頃、父親の転勤で
福岡県北九州市の小倉に引っ越
し、新たな生活を送りますが、6
年生の半ば頃に父親の転勤でまた千葉県富津市に戻っ
てきます。最初の転勤の時は私自身幼かった為、言葉
の違和感は判りませんでしたが、約7年間小倉の生活
で北九州弁が身についており、転入先の小学校では方
言、アクセントの違いに少し苦労しました。ですが良き
仲間に恵まれていつの間にか私も富津弁を普通に話せ
るようになっていました。私は小学、中学、高校と9年
間野球一筋で励んでおりました。その後、電気系の専



門学校に進学しますが、高校3年の秋頃に始めたサー
フィンに夢中になり専門学校に行くより海に行く事の
ほうが多かったです。今思うともっと真面目に勉強を
していればと反省しております。ですが、サーフィンを
始めた事により今の奥さんと出会い、29歳の時に結婚
をして現在6年生、4年生、2年生の3人の子供に恵まれ
ました。ちなみにですがサーフィンは今も続けておりま
す。
　専門学校を卒業後、JR関連の日本電設工業に入社
して熊本新幹線つくばエクスプレスの開通や新宿駅10
年計画工事など電車線工事に携わってきました。私が
特に思入れがあるのは、2004年に発生した新潟県中越
地震の電車線路復旧工事に出動した事です。この震災
復旧工事で色々な経験をさせてもらい、多くの事を学
びましたが、現地の被災者の方々に何もできない無力
な自分がいる事を痛感し、多くの事を考えさせられる
出来事でした。この数年後、電気の分野を広げようと
思い会社を退職して地元に戻り、2009年に父親と現在
の会社を立上げます。2019年に10周年という節目を迎
える事ができ、ホテル千成さんで祝賀会をさせていた
だき、更なるビジョンを掲げ、地域に愛される会社を目
指し、社員一丸となって社業に邁進しております。
　今現在、私は第20期富津地区青少年相談員を務めて
おり、社会奉仕、青少年の健全育成活動に力をいれて
おります。今年が任期最後の年となりますが、コロナ
の影響で思うような活動がなかなかできず、中止にな
る事が多く非常に残念です。
　今回、君津ロータリークラブに入会させていただき、
ロータリークラブの皆様と共に活動を行い、親睦を深
めさせていただきながら奉仕理念に基づき、自己の成
長と社会奉仕で少しでも地域の皆様の為となるよう一
生懸命頑張って参りますので、これからご指導よろし
くお願いいたします。 
　簡単ではございますが自己紹介とさせていただきま
す。

退会セレモニー
退会挨拶

別府　明人会員

　皆さん、こんにちは！
　高田工業所の別府です。この
度、6月29日付で北九州の日本
製鉄九州製鉄所構内にございま
す、八幡支社での2度目の勤務
を命ぜられました。それに合わ
せ、大変残念ですが、君津ロー
タリークラブも退会させていた
だく事となりました。私は2017

年4月に前任の荒井の後を継いで入会させていただ
き、4年と3か月の間クラブでお世話になりました。
　私の今までの人生では、ロータリークラブのような
奉仕と親睦を目的とする団体に直接携わる経験はござ
いませんでした。皆様が熱き思いで地元の更なる発展
を願い、また様々な地域や国の人々と奉仕・親睦を通
じで積極的に関わる姿勢には、学ぶものが大変多くご
ざいました。特に今年度は荒井会長の下、親睦委員会
委員長を務めさせていただき、委員の皆さんと協力し
ながら活動を行い、大変良い経験をさせていただきま
した。たまたまですが、年度途中での退任・交代となら
なかった事も良かったと思っております。この君津ロー
タリークラブでの経験を私の今後の人生にしっかりと
活かして参ります。
　私の後任は、新支社長として“馬場孝弘(ばばたかひ
ろ)”が入会させていただく予定です。馬場は九州生ま
れですが、大阪堺で長く勤めました。既に君津に赴任
して、1年半以上この地で過ごしております。気は優し
く温和な性格ですが、筋は通す男です。どうか仲良く
してやって下さい。
　九州の地から、HPを閲覧などして皆様のご活躍と
元気なご様子を拝見させていただきたいと思っており
ます。君津ロータリークラブそして君津かずさ地区の
益々の発展、会員の皆様やご家族、関係者の方々のご
多幸とご健康を祈念いたしております。
　本当にお世話になりました。

会員卓話
「水の話」

伊藤　　彰会員

　日鉄環境株式会社の東日本支
店長を務めております。伊藤で
ございます。本日は、ロータリー
クラブの会員卓話のお時間をい
ただきありがとうございます。
　本日の卓話では私共の会社
概要、私が学生時代から水に関
わってきた中でのエピソードを
ご紹介したいと思いますが、皆
様の卓話のように洗練された話もない点、ご容赦いた
だけばと思います。
　さて、日鉄環境株式会社というのは馴染みの無い方
も多いと思いますので、簡単にご紹介いたしますが、
昭和45年に当時の八幡製鉄株式会社が君津製鉄所を
建設するにあたり、製鉄所の水道設備、水処理設備、
排水処理設備の運転・操業・整備を一手に引き受ける
為に設立された会社でございます。昨年、当社は50周
年を迎えましたがその間、君津製鉄所での鉄鋼製造に



必要な水関係のお仕事に携わってきました。
　50年を振り返ると初期の頃は製鉄所拡張・拡大に
伴う水道設備、給排水管の操業立ち上げ、インフラ設
備の建設などが中心となっておりましたが、時代と共
に環境規制の高まりに伴い、高度な廃水処理技術の
開発・実機化の取り組み、更に昨今は地球温暖化での
豪雨・台風に対するBCP対応などに取り組んでおりま
す。
　鉄鋼業は、鉄1トン製造するのに水は100~150トンも
使用する用水多消費産業でありまして、製鉄所を建設
立地条件としては河川水や海水が豊富な地を選ぶ訳で
すが、製鉄所の用水は全て小糸川で賄っております。
小糸川は、当時としては非常に水量が少ないほうで、
その為、汲み上げた用水を如何にリサイクルするかが
当時の最大のポイントでございました。昭和40年代に
用水のリサイクル率が90％を達成した当時としては、
画期的なインフラ設備を扱う事になりました。当社は
君津地区に約700名の社員がおり、製鉄所構内での水
道設備の操業・整備・建設、分析業務、また地域にお
いては、近隣の大小の水道に関する事業も手掛けてお
り、水を通して社会と産業の発展に貢献するという会
社の基本理念に基づき、この地で皆様に貢献できるよ
うにしています。
　さて、会社紹介をだらだらと長く話してしまいました
が、では私自身の本会社にたどり着いた流れを次にお
話しさせていただきたいと思います。私は、生まれと幼
少時代は京都府長岡京市というところで育ちました。
ちょうど大阪府との県境に近い場所で実家の裏には天
王山があり、その先には有名なサントリーの山崎工場
があるところです。また近くには、明智光秀が最後に
撃ち落とされた竹林があります。実は、当時は付近に
浄水場などは無く、全て天王山を含む山系からの井戸
水が使われており、非常においしい水を飲みながら野
山を駆け回る幼少時代を過ごしてきました。
　私が水の道に進むきっかけとなったのは、学生時代
に「衛生工学」を専攻した事によります。「衛生工学」
というのは聞きなれない方も多いと思いますが、現在
は「環境工学」とか「環境ビジネス工学」とか「環境土
木」「環境システム工学」とか「環境」ナンチャラとい
う冠のついた学科は多数乱立しておりますが、その先
駆け的な学科でした。当時は、1970年代の高度成長に
伴う公害問題の「点」いわゆるポイントからの問題か
ら衛生～環境という「面」に広がりを持ち始めた時期
であり、当学科は日本でも3つの大学が先行的に配置
され、その中でも最も古い歴史を有しています。私が
学生の昭和60年代はまさにバブルが始まった時期であ
り、衛生とか環境とか工学系でも人気が高くないとこ
ろでしたが女子学生の人気は高いという特徴がありま
したが、生まれつき環境問題に関心があった為、専攻
に至りました。

　その中で私は当時、川や湖や海における「富栄養
化」防止の為、下水処理における生物処理を研究して
いました。「富栄養化」というのは、排水中のリン、窒
素が処理されずに湖沼や海域に過剰に供給されると、
プランクトンの異常発生が生じる事で赤潮や青潮を
発生させてしまい、生態系に影響を与える事を言いま
す。その為、下水処理の主流である活性汚泥という方
式で、リンと窒素の高濃度処理をするニーズが高まっ
ていました。活性汚泥というのは聞きなれない言葉で
すが、簡単に言うと、バクテリアに過剰にリンや窒素を
摂取させる技術の研究を行っていました。私がやって
いたのは、微生物を無酸素状態と酸素状態を交互に与
える事で、従来以上にリン窒素を体内に取り込む事が
知られており、その状態解析をやっておりました。生物
というのは面白いもので、ある特定の環境ストレスを与
えるとその特性が変わった事があります。私も同様で、
学生の頃は全く下戸でお酒は全く飲めませんでした
が、社会人を30年務めるとアルコール依存症ではない
ものの、アルコール無しでは充実した生活が送れない
体質に変わりました。
　それから、30年経過して全国的に下水処理水は改善
された結果、水死値汚濁が無くなった代わりに、下水
からのリンや窒素といった本来栄養源になる物質まで
少なくなる事で、海産物などの漁獲量が下がるという
事も最近認知され始めて、規制を緩和するような動き
も出てきているようです。「過ぎたる及ばざるが如し」
というように、人間活動によって生態系が変化するの
には長い目で見ていかないと、と今更思う次第です。
　さて、話はまた変わりますが、実はこの学科で教
わった事で一番印象に残ったのは「トイレに行ったら
手を洗うな。水栓とか扉を触ると却って不衛生だ」と
いう事で、必ず室内に実験用のアルコールを希釈し
た自家製の消毒用のアルコールが置いてあり、それで
手を洗浄するという事でした。今のコロナ禍ではアル
コール消毒をするのは当たり前ですが、40年も前から
実は実践してきています。二つ目は、微生物を使った
廃水処理の実験口座では、試薬がそのまま人間の栄養
剤になる事から、その栄養剤の造り方を教わった事で
す。タンパク質、ペプチド、アスコルビン酸というビタ
ミンCの元を使って栄養補給をする事でした。決して
美味しい訳ではありませんが、生活の知恵という事を
学んできました。特に学生時代は野菜不足になる為、
ビタミンCの補給といって試薬をよく口にさせられた
ものです。そこで専攻した分野を活かせる会社を考え
ている中で、新日本製鉄に縁があり入社する事になり
ました。入社した直後には鉄鋼業の水処理業務ではな
く、いきなり海水を奇麗にする所謂浄化技術の開発に
携わりました。
　私が入社した平成1年頃は、世の中、バブル景気が
始まっており、その前後には製鉄所の合理化をした結



果、発生した遊休地の活用という事で、当時はディズ
ニーランドやお台場、横浜ベイサイドなどのウォーター
フロント構想を当該場所にも開発する為に、ウォーター
フロント開発をする中の一つとして、人工海浜、海水
浄化などの技術開発や研究を担任しました。海を奇麗
にするというのは、最初、聞いた時に世の中に経験や
知見、文献などが全くなく、一から手探りの状態で始
める事にしました。誰も居ない港湾設備で一人寂しく
開発実験を重ねており、しかも当時、日本で最も汚染
されていた河川に面した海域であった事からも結構苦
労しました。2年ほど開発推進しましたが、やはり海を
奇麗にするには莫大な労力を要する事が分かった時点
で二の足を踏みましたが、その実施してきた技術を河
川浄化に応用する事でができ、とある地域の河川浄化
に展開が図れるようになりましたが、やはり人間が大自
然を相手にするという事の難しさを痛感した出来事で
した。
　その後は、約30年ほど水に関わる仕事を中心に努め
て参りましたが、これからは仕事とは別に、日本名水
100選を一度全て廻ってみながら、おいしい水割りを堪
能するという欲望が最近ふつふつと湧いてきたのです
が、残念ながらコロナ禍で遠出もままならず、まずは千
葉県内の名水箇所を散策していこうかと思っている次
第です。
　最後になりましたが、大変纏まりの無い話で恐縮で
したが、ご清聴ありがとうございました。

ニコニコＢＯＸ
荒井潤一郎 今日のお弁当のうなぎは、活きを

さばいて、蒸して、小骨を抜い
て、焼きあげたものです。いかが
でしたでしょうか？

福田　順也 別府会員、大変お世話になり、あり
がとうございました。伊藤会員、卓
話ありがとうございました。

別府　明人　　皆様、大変お世話になりました。北
九州へお引越しの際は、ぜひお声掛
け下さい。

伊藤　　彰　　本日は、会員卓話の機会をいただき
ありがとうございました。

秋元　直樹　　本日は、貴重なお時間をいただき、
自己紹介をさせていただきありがと
うございました。今後ともよろしく
お願いいたします。

岡野　　祐　　秋元直樹会員、これからロータリー
活動共によろしくお願いいたしま
す。

大浦　芳弘　  本年度最後のロータリーの友紹介を
実施させていただきました。本日は

所用の為、途中で退出させていただ
きます。

坂井佳代子　　ありがとうございました。
鈴木　荘一　　本日は、ガバナー補佐就任挨拶をさ

せていただきました。1年ご指導よ
ろしくお願いします。

廣田　二郎 席替え抽選、何年かぶりに当たりま
した。これで運を使いはたさなけれ
ば良いのですが…

川村　優子　　伊藤会員、卓話ありがとうございま
した。

黒岩　靖之　　別府さん、ロータリー活動ご苦労様
でした。公私共々お世話になりまし
た。新職場でのご活躍とご多幸をお
祈りいたします。

永嶌　嘉嗣　  先週、また見事に宮本さんに騙され
ました。しかも隈元さんに指摘さ
れるまでその事に気付きませんでし
た。

内山貴美子　　鈴木さん、ガバナー補佐就任おめで
とうございます。頑張って下さい。
伊藤さん、卓話ありがとうございま
した。

宮嵜　　慎　　伊藤様、貴重な卓話ありがとうござ
いました。

谷　　浩司　　昨年からのコロナの影響で、今年は
新しい動きが出始めました。この波
に乗り、新たな波に挑戦できるのは
楽しみです。伊藤会員、本日の卓話
ありがとうございました。

梶山　健次　　梅雨入りした模様です。お互い体調
管理に気をつけて参りましょう。

中村　圭一　  久しぶりの例会出席で、本当にご無
沙汰して申し訳ございませんでし
た。早速、廣田さん、隈元さんか
ら、ロータリーの精神についてご教
示いただきました。やはりロータ
リーは素晴らしい！ありがとうござ
いました。

篠塚　知美　　伊藤会員、貴重な卓話ありがとうご
ざいました。今日のうなぎ弁当とて
も美味しかったです。素晴らしいお
弁当ありがとうございます。

秋元　政寛　 別府会員、退会は残念ですが、新
天地でのご活躍をお祈りいたしま
す。

髙橋　雄一　　お弁当にて、大変お世話になってお
ります。またの機会によろしくお願
いします。

坂本　直樹　  別府会員、色々とお世話になり、あ



りがとうございました。新天地での
ご活躍をお祈りいたします。伊藤
会員、卓話予定が変更・変更となる
中、本日はありがとうございまし
た。

倉繁　　裕　  別府会員、色々とお世話になりまし
た。北九州での勤務との事ですの
で、今後ともよろしくお願いいたし
ます。新型コロナウイルスの全国重
症者数が6月に入って減少していま
す。ワクチン接種の効果が一部、既
に発揮されているようです。大規模
接種会場の高齢者枠に空きが発生す
る中、一般者への展開も急げると良
いでしょう。

平野　寛明　　秋元様、ロータリー活動、一緒に頑
張っていきましょう。

小関　常雄　　いよいよ、梅雨入りですね。明るい
話題を欲している今日この頃です。
伊藤さん、卓話ありがとうございま
した。

藤代　公成　  本日、関東甲信地方の梅雨入りが発
表となっていましたが、気持ちは晴
れやかに頑張っていこうと思いま
す。

佐々木昭博　　鈴木ガバナー補佐、ご来訪ありがと
うございます。別府会員、4年間お
疲れ様でした。また、君津にきた時
は遊びに寄って下さい。

日野　千博　  伊藤会員、素晴らしい卓話ありがと
うございました。

遠田　 祐治　   伊藤会員のお話し、楽しみです。
内藤　智介　 新型コロナの影響による時短要請

が、今週いっぱいでの解除を切に希
望しています。来週にはニコニコで
きるように、前もってニコニコさせ
ていただきます。

大森　俊介　  秋元直樹会員、よろしくお願いしま
す。別府会員、お世話になりまし
た。

隈元　雅博　  秋元会員、共に頑張りましょう。伊
藤会員、卓話ありがとうございまし
た。別府会員、お世話になりまし
た。別府さんとは枝豆収穫祭の準備
の時に朝早くから車で一緒におにぎ
りを食べた事が一番の思い出です。
新天地に行ってもロータリー精神で
頑張って下さい。これからもロータ
リー活動を頑張ります！

中野　賢二　  本日の「骨抜きうなぎ弁当」は最高

でした。ブランド名は決まっている
のかな～？(天使のうなぎ・ふわう
な・木更津うなぎ・クリーミーう
なぎ・ツル肌うなぎ姫(イチオシ)・
ふっくらうな太郎・おもいやりうな
ぎetc.)

大住　昌弘　   昨日、手賀沼サイクリングロードを
クロスバイクで走行しました。クロ
スバイクは10年ぶりに新車に買い替
えましたが、今までは単なる移動手
段でしたが、運動不足解消の為で、
手賀沼の道も近くに住みながら初め
ての経験でした。黒岩さんのような
ハードな体力は無いので、軽く走る
程度ですが、道端の低木から鳥たち
の鳴き声が結構大きく聞こえて、新
たな趣味になりそうです。マスク無
しで、3時間ぐらい楽しめるのは気
分が良いですね～関東地方も今日か
ら梅雨入り。天気が心配です。

小幡　　倖　  別府さん、沢山のご協力ありがとう
ございました。昨日、地元の富津市
側の三舟山遊歩道付近のゴミ拾い
をしました。不法投棄された軽自動
車、大量の塗料の一斗缶、のり付け
の部材など大量のゴミでした。犯人
探しができればと思い、車両車体番
号、元請の会社看板を政府に提出し
ました。結果が楽しみです。

武田富士子　  昨日、山梨に行き、さくらんぼ狩り
をしてきました。君津商工会議所の
福利厚生委員会で親睦旅行を予定し
たのですが、このコロナ禍で中止と
なりましたので個人的に行ってきま
した。さくらんぼを取り、口に入れ
て実を食べ、種は“ペっ”と樹の下へ
出す。でも今年は種を捨ててはいけ
なく各自ビニール袋へ入れるように
なっていました。さくらんぼはとて
も美味でした！！60個まで数えたの
ですが、それ以上食べてしまいまし
た。


